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衆
議
院
議
員
田
代
文
久
君
提
出
福
岡
、
小
倉
、
直
方
及
び
筑
豊
各
地
区
地
方
公
務
員
の
地
域
給
に
関
す
る
質 

問
に
対
す
る
答
弁
書 

現
行
勤
務
地
手
当
の
割
合
及
び
地
域
の
区
分
は
、
一
般
職
の
職
員
の
給
與
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
九
十

五
号
）
第
十
二
條
第
三
項
の
規
定
に
基
い
て
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
な
つ
て
お
り
、
従
つ
て
昭
和
二
十
四
年
以
降

現
在
ま
で
従
前
の
ま
ま
で
あ
つ
て
変
更
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
本
臨
時
国
会
に
提
出
の
右
法
律
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
案
に
お
い
て
、
勤
務
地
手
当
の
支
給
割
合
が
改
正
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
。
し
か
し
て
支
給
地
域
の
区
分
に
つ

い
て
は
、
右
改
正
法
律
案
で
別
に
法
律
を
も
つ
て
定
め
る
こ
と
に
な
つ
て
お
り
、
且
つ
、
支
給
地
域
の
区
分
に
つ
い
て
は
、

現
行
同
法
律
の
第
二
條
第
五
号
に
お
い
て
、
人
事
院
に
そ
の
適
正
な
改
訂
に
つ
き
国
会
及
び
内
閣
に
勧
告
す
る
権
限
が
與
え

ら
れ
て
い
る
の
で
、
政
府
と
し
て
は
人
事
院
か
ら
提
出
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
勧
告
に
基
い
て
、
法
律
を
も
つ
て
こ
れ
を
定
め
る

こ
と
に
す
る
予
定
で
あ
る
か
ら
、
御
質
問
の
点
に
関
し
て
は
、
そ
の
際
適
正
な
決
定
が
な
さ
れ
る
も
の
と
考
え
る
。 

地
方
公
務
員
の
ベ
ー
ス
・
ア
ツ
プ
等
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
補
正
予
算
に
お
い
て

衡
交
付
金
を
三
十
五
億
円
増 



額
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。 

又
今
回
の
給
與
法
政
令
案
に
お
い
て
地
域
給
を
五
パ
ー
セ
ン
ト
ず
つ
引
き
下
げ
た
の
は
人
事
院
の
勧
告
を
尊
重
し
た
結
果

に
基
く
も
の
で
あ
る
。 

右
答
弁
す
る
。 
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